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 資 料 ３ 

 

労働関係法制度の知識の理解状況に関する調査研究について 

 

 

１．調査の趣旨 

  非正規労働者の趨勢的な増加や労働契約の個別化、就業形態の多様化等が進む中、

労働関係法制度をめぐる知識、特に労働者の権利に関する知識が、十分に行き渡っ

ていない状況が問題として指摘されている。 

本研究会においては、こうした問題に対して、学校教育や労使団体、地域のＮＰ

Ｏ、都道府県労働局、地方公共団体等が今後果たしていくべき役割等について総合

的に検討し、労働関係法制度をめぐる実効的な教育の在り方を提示していくことを

目的としているが、このためには、労働関係法制度の基礎的な知識に関する理解状

況を的確に把握することが必要である。 

  そこで、次の２.のとおり実態調査を実施する。 

 

２．調査研究内容 

労働関係法制度に関する基礎的な知識の理解の状況についてのアンケート調査

（登録モニターに対する郵送又は Web 調査等）を実施し、集計・分析する。 

＜調査対象＞ 

全国の①学生・生徒（１５歳～２４歳）及び②１８歳～３９歳の男女就業者

とする。必要有効回答数は、①については男女別にそれぞれ２００以上（うち、

高等学校に通う生徒は男女別にそれぞれ１００以上）、②については年齢階層

毎（１８歳～２４歳、２５歳～２９歳、３０歳～３４歳、３５歳～３９歳）・

男女別にそれぞれ１００以上とする。 

＜調査項目＞ 

①労働者の権利に関する知識の認知状況、②知識の入手経路、③希望する又

は有効な知識の入手経路、④知識がないことによる問題点などを含む質問を盛

り込む。 

 

３．調査票（素案） 

  別添参照。 
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（別添） 

調査票（素案） 
 

１．社会人調査 
 

Ａ. 属性  

 

問１．性別  

1. 男 2. 女 

 

問２．年齢（2008 年○月現在） 

  歳

 

問３．就業状況 

問３-１. 学校卒業後、現在までの就労経験年数の合計 

1. １ヶ月未満 

2. １ヶ月～３ヶ月未満 

3. ３ヶ月～６ヶ月未満 

4. ６ヶ月～１年未満 

5. １年～３年未満 

6. ３年～５年未満 

7. ５年～１０年未満 

8. １０年～２０年未満

9. ２０年以上 

問３-２. 現在の就業形態 

1. 正社員（役員除く） 

2. 正社員（役員） 

3. パート・アルバイト 

4. 派遣社員 

5. 契約・嘱託 

6. 自営業・内職 

7. その他（     ）

 

問３-３. 現在の就業先の業種 

1. 農林漁業、鉱業、採石業、砂利採取業

2. 建設業 

3. 製造業  

4. 電気・ガス・熱供給・水道業 

5. 情報通信業 

6. 運輸業、郵便業 

7. 卸売業、小売業 

8. 金融業、保険業 

9. 不動産業、物品賃貸業 

10. 学術研究、専門・技術サービス業

11. 宿泊業、飲食サービス業 

12. 生活関連サービス業、娯楽業 

13. 教育、学習支援業 

14. 医療、福祉 

15. その他のサービス業 

16. 公務員 

17. その他 

  問３－４. 現在就業している職種 

1. 受付、経理、一般事務などの事務職

2. 販売、外交、セールスなどの販売職

3. 大工・左官、建具師などの職人的仕

事 

4. 土木工事などの現場作業者 

5. 自動車整備・組立作業・機械のオペ

レーターなどの技能職 

6. ＳＥ・プログラマーなどの情報関係

の技術職 

7. 設計や工程管理などを行う技術職 

8. 理・美容師、調理師などのサービス

職 

9. ウエイター・ウエイトレス、ホテル

マンなどのサービス職 

10. 介護や看護など福祉・医療関係の仕

事 

11. 運輸（トラック運転手、配達員など）

12. 保安（守衛や警備、消防、警察、自

衛官など） 

13. その他（      ） 

問３-５. 勤め先の企業規模 

1. 9 人以下 

2. 10 人～99 人 

3. 100 人～999 人 

4. 1000 人以上 

5. 分からない 

 



  問３-６. 賃金年収（税・社会保険料込、残業代込） 

1. 100 万円未満 

2. 100～200 万円未満 

3. 200～300 万円未満 

4. 300～400 万円未満 

5. 400～500 万円未満 

6. 500～600 万円未満 

7. 600～700 万円未満 

8. 700～800 万円未満 

9. 800～900 万円未満 

10. 900～1000 万円未満 

11. 1000 万以上 

  問３-７. 労働組合 

1. 加入している 

2. かつては加入していたが、現在は加入

していない 

3. これまで加入したことはない 

問３-８. 役職 

1. 管理職 2. 管理職以外 

 

問４．婚姻状況 

1. 既婚（配偶者有） 2. 既婚（離別・死別） 3. 未婚 

 

問５．あなたの世帯の家族人数は、あなた以外に何人いますか。 

あなた＋（    ）人（※ひとり暮らしの方は、「0」人とご記入ください） 

問５-１． あなたと一緒にお住まいの方をお答えください。（○はいくつでも可） 

1. 配偶者（妻・夫） 

2. 子ども（0～5 歳） 

3. 子ども（6 歳以上） 

4. あなたの親 

5. 配偶者の親 

6. あなた又は配偶者の兄弟姉妹 

7. あなた又は配偶者の祖父母 

8. その他 

 

問６．最終学歴（大学や短大等を卒業した後に専修学校に入学・卒業した場合は、

大学や短大を選んでください。） 

1. 大学院（文系（社会科学）） 

2. 大学院（文系（人文科学）） 

3. 大学院（理系） 

4. 大学（文系（社会科学）） 

5. 大学（文系（人文科学）） 

6. 大学（理系） 

7. 短期大学・高等専門学校（工業系）

8. 短期大学・高等専門学校（その他）

9. 専修学校（工業系） 

10. 専修学校（商業系） 

11. 専修学校（医療・福祉系） 

12. 高等学校（普通科） 

13. 高等学校（商業系） 

14. 高等学校（工業系） 

15. 高等学校（農業・家庭・家政・その他）

16. 中学校 

 

問７．あなたは、これまでに転職したことがありますか。 

1. ある 2. ない 

 
 
Ｂ．知識の認知状況等  

 

日本には、憲法や労働基準法などのさまざまな法律があり、すべての働く人に労

働者としての権利が定められています。これら労働者の権利は、守られなければ

なりません。 

 

問８．あなたは、これまでに、あなた自身の労働者としての権利が守られていない

と感じたことがありますか。（又は、労働者の権利が侵害されたことに気がつい
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たことがありますか） 

1. ある  ⇒ 問８-1 
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2. ない   

 

問８-１. 【問８で「ある」とお答えした方にお尋ねします。】

あなたは、どうしてそう感じましたか。（又は、あなたは、どうしてそのことに

気が付きましたか。）（○はいくつでも可） 

1. 権利の内容を知っており、侵害さ

れたと感じたから 

2. 職場での会話から 

3. 勤務先の人事部・労務部との会話

から 

4. 勤務先以外の友人との会話から 

5. 家族・親類との会話から 

6. 市民団体から教えられて 

7. 行政機関から教えられて 

8. 労働組合から教えられて 

9. 新聞やニュースなどマスコミから 

10. 街角や電車・バス内など公共の場に貼

られているポスターなどから 

11. その他 

 

問９．もし、あなたの勤務先で、あなた自身の労働者としての権利が侵害されたと

したら、あなたはどうすると思いますか。（○はいくつでも可） 

1. 経営者や管理者に直接、改善するよう訴える 

2. 転職する / 辞める 

3. 相談する ⇒ 問９-１ 

4. 気がつかないふりをする / 何もしない ⇒ 問９-２ 

問９-１. 【問９で「相談する」とお答えした方にお尋ねします。】

誰に相談すると思いますか。（○はいくつでも可） 

1. 直近の上司 

2. 上司（1 以外） 

3. 勤務先の人事部・労務部

4. 同僚 

5. 勤務先以外の友人 

6. 家族・親類 

7. 電話相談 

8. 市民団体 

9. 行政機関の相談窓口

10. 労働組合 

11. 弁護士 

12. その他（    ）

問９-２. 【問９で「気がつかないふりをする / 何もしない」とお答えした方に

お尋ねします。】

あなたが何もしないと思う理由は何ですか。（○はいくつでも可） 

1. もめごとがいやだから 

2. 何かしても、問題が解決されると

は思わないから 

3. そうした扱いでも仕方がないと

思うから 

4. 金銭的にコストがかかるから 

5. 時間がかかるから 

6. 経営者ににらまれるから（昇進・

昇格・配置などに影響） 

7. 同僚と / 職場での人間関係がうまく

いかなくなるから 

8. 今の職場で働き続けられなくなるか

ら / 解雇されてしまうかもしれない

から 

9. 転職するときに差しさわりがあると

困るから） 

10. 個人の評判が悪くなるから 

11. 何をしたらよいか分からないから 

12. その他（         ） 

 

 

問 10．あなたは、次の言葉を、聞いたことがありますか、又は知っていますか。聞

いたことがある場合は○、知っている場合は◎を記入してください。（○・◎

はいくつでも可） 
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1. 団結権 

2. 最低賃金 

3. 割増賃金 

4. 年次有給休暇（年休） 

5. 育児休業 

6. 介護休業 

7. 未払い賃金の請求 

8. 男女の雇用機会均等 

9. 解雇権の濫用の規制 

10. 労働組合 

11. 都道府県労働局 

12. ハローワーク（公共職業安定所） 

13. 労働基準監督署 

14. ジョブカフェ 

15. 職業訓練校 

16. 教育訓練給付金 

17. 労災保険、雇用保険（失業保険） 

18. 派遣労働者、請負労働者 

問 10-１．【問１０で、1 つでも○をつけた方にお尋ねします】

   どこでその言葉を知りましたか。（○はいくつでも可） 

1. 学校の授業 

2. 学校の進路指導 

3. 職場 

4. 自分で調べた 

5. 友人 

6. 家族・親戚 

 

7. 学生時代のアルバイト(就労経験) 

8. 就職活動を通じて 

9. 行政機関等のウェブサイト 

10. 新聞やニュースなどマスコミ 

11. 街角や電車・バス内など公共の場に貼

られているポスターなど 

12. その他（   ）  

 

問 11．あなたは、以下の下線部の記述について、法律上問題があると思いますか。

どちらかに○を付けてください。 

事例 有 無 

Ａさんは、就職した会社に労働組合がなかったので、同じ職場の人

を誘って、労働組合を作ったところ、会社はＡさんに対して労働組

合を解散するように言った。 

  

Ｂさんのお母さんがスーパーでパートとして働いている。彼女の時

給は、国で決められた最低賃金より低いが、スーパーの店長は「パ

ートの賃金はそれでよいのだ」と言っている。

  

Ｃさんは工場で働いていて、法定労働時間は 40 時間である。その

工場では、40 時間を超えて働くことが普通で、ほとんどの同僚も週

に 50 時間とか 60 時間とか働いている。Ｃさんの賃金は何時間働い

ても、時間あたり賃金は同じで、割増支払はされない。 

  

Ｄさんは、今の会社で６か月以上働いている。年次有給休暇を取得

しようとしたら、会社はＤさんに対して、「新入社員には年次有給

休暇を与える必要はない」と言った。

  

Ｅさんは男性で、Ｅさんの妻が近々出産の予定である。そこで、育

児休業を取得しようと会社に申し出たら、会社は「父親の育児休業

は認められない」と言った。

  

Ｆさんが勤めていた会社が倒産してしまい、先月分の給与がまだ支

払われていない。そこで、Ｆさんはその会社に、先月分の給与を支

払うよう申し出た。

  

Ｇさんは女性で、同僚のＨさんは男性で、二人はまったく同じ仕事

をしているが、会社はＧさんに対して「Ｇさんは女性だからＨさん

よりも給料を低くしている」と言った。

  

 

 



Ｃ．悩みやトラブルの有無 

問 12．現在または過去における働くことに関する悩みや勤務先とのトラブルの有無 

1. ある  ⇒ 問 12-１、２  

2. ない 

 

  

 

問12-１． 悩み・トラブルの内容 （○はいくつでも可） 

1. 賃金の支払いに関すること 

2. 長時間労働に関すること 

3. 職場の人間関係に関すること 

4. セクハラに関すること 

5. 年次有給休暇の取得に関すること 

6. 育児休業・介護休業の取得に関すること

7. 解雇（雇い止め・契約解除）に関するこ

と 

8. その他（        ） 

問12-２． 誰（どこ）に相談しましたか。または、するつもりがありますか。 

（○はいくつでも可） 

1. 勤務先の上司 

2. 勤務先の同僚 

3. 勤務先の人事担当課 

4. 労働組合 

5. 家族・親類 

6. 友人 

7. 弁護士 

8. ハローワーク 

9. 労働基準監督署 

10. 都道府県労働局（総合労働相談コーナ

ー） 

11. 都道府県（又は市町村）の相談窓口 

12. 上記以外の行政機関等の相談窓口 

13. 上記以外に相談する（した） 

14. 相談するつもりはない（しなかった） 

 

Ｄ. 現在の勤務先や働き方について  

問 13．あなたは、勤め先の会社での仕事についての不安や、賃金、昇進、職場環境

などについて労働条件が低下するような不安を感じていますか。 

(1) 仕事についての不安 

1. かなり感じる 

2. やや感じる 

3. あまり感じない 

4. ほとんど感じない 

5. わからない 

 (2)労働条件が低下する不安 

1. かなり感じる 

2. やや感じる 

3. あまり感じない 

4. ほとんど感じない 

5. わからない 

 

問 14．あなたの勤め先の会社では、次のようなことが今後起こりそうと感じていま

すか。（○はいくつでも可） 

1. 企業の分割や事業部の売却 

2. 従来の職場や職務がなくなる 

3. 人員削減の実施 

4. 職務の内容・仕方が変わる 

5. 仕事のノルマがきつくなる 

6. 職務内容の変化についていけな

い人が出てくる 

7. IT 化への対応が困難な人が出て

くる 

8. 労働時間が長くなる 

9. 賃金低下もありうる賃金制度の導入 

10. 処遇の降格もありうる人事制度の導

入 

11. 労働環境が悪くなる 

12. 職場の人間環境が悪くなる 

13. その他（具体的に      ） 

14.特にない 
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問 15． 今後 1 年くらいの間に、現在のあなたの勤務先の経営状況（業績）はどう

なると思いますか。 

1. 非常によくなる 

2. ややよくなる 

3. 現在と変わらない 

4. やや悪くなる 

5. かなり悪くなる 

6. わからない 

 

問 16． 今後 1 年くらいの間にあなたご自身が失業する不安がありますか。 

1. かなり感じる 

2. やや感じる 

3. あまり感じない 

4. ほとんど感じない 

5. わからない 

 

問 17． 仮にあなたが失業したとしたら、今の勤め先の賃金等労働条件と同等の仕

事をすぐ見つけられると思いますか。 

1. すぐ見つけられると思

う 

2. すぐではないが、見つ

けられると思う 

3. 見つけるのは時間がか

かると思う 

4. 見つけるのはかなり大

変だと思う 

5. わからない 

 

 

問 18． 今後 1 年間の世帯全体の収入は現在と比べて増えると思いますか、減ると

思いますか。 

1. かなり増えると思う 

2. やや増えると思う 

3. 変わらないと思う 

4. やや減ると思う 

5. かなり減ると思う 

6. わからない 

 

問 19． 今後 1 年間のあなたの世帯の暮らし向きは、現在と比べて良くなると思い

ますか、悪くなると思いますか。 

1. かなり良くなると思う 

2. やや良くなると思う 

3. 変わらないと思う 

4. やや悪くなると思う 

5. かなり悪くなると思

う 

6. わからない 

 

問 20.  あなたが 15 歳の頃のあなたの世帯収入は、当時の平均的な世帯とくらべて、

どうでしたか。 

1. 平均よりかなり少ない 

2. 平均より少ない 

3. ほぼ平均 

4. 平均より多い 

5. 平均よりかなり多い

6. わからない 

 

問 21. 昨年度 1 年間に、あなたは年次有給休暇を取りましたか。また、取った場

合は、何日でしたか。 

1. 取った   ⇒ （    ）日
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2. 取らなかった   

 

問 22. これまでに、あなたは育児休暇を取得したことがありますか。 

1. ある      

2. ない 

 

 

 



２．学生・生徒調査 
 

Ａ. 属性 

 

問１．性別  

1. 男 2. 女 

 

問２．年齢（2008 年○月現在） 

  歳

 

問３．学科 

＜高校生＞ 

1. 高等学校（普通科） 

2. 高等学校（商業系） 

3. 高等学校（工業系） 

4. 高等学校（農業・

家庭・家政・その

他） 

＜大学生＞ 

5. 大学（理系） 

6. 大学（文系（社会科学）

7. 大学（文系（人文科学）

 

＜大学院生＞ 

8. 大学院（理系） 

9. 大学院（文系（社会科学）

10. 大学院（文系（人文科学）

 

＜短期大学・高等専門学校＞ 

11. 短期大学・高等専門学校（工業系）

12. 短期大学・高等専門学校（その他）

＜専修学校＞ 

13. 専修学校（工業系） 

14. 専修学校（商業系） 

15. 専修学校（医療・福祉系） 

 

問４．学年 

1. １年生 

2. ２年生 

3. ３年生 

4. ４年生 

5. ５年生以上 

 

問５．アルバイト等で働いた経験がありますか。 
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 1.ある  ⇒ 問５-１～３  

2.ない  

 

問５-１. 現在又は直近のアルバイト先の業種 

1. 農林漁業、鉱業、採石業、砂利採取業

2. 建設業 

3. 製造業  

4. 電気・ガス・熱供給・水道業 

5. 情報通信業 

6. 運輸業、郵便業 

7. 卸売業、小売業 

8. 金融業、保険業 

9. 不動産業、物品賃貸業 

10. 学術研究、専門・技術サービス業

11. 宿泊業、飲食サービス業 

12. 生活関連サービス業、娯楽業 

13. 教育、学習支援業 

14. 医療、福祉 

15. その他のサービス業 

16. 公務員 

17. その他 

18. 分からない 

問５-２. 現在又は直近のアルバイト先の企業規模 

1. 9 人以下 

2. 10 人～99 人 

3. 100 人～999 人 

4. 1000 人以上 

5. 分からない 

 



  問５-３. １ヶ月の給与収入（この半年間の平均でお答え下さい。） 

1. 1 万未満 

2. 1 万～5 万未満 

3. 5 万～10 万未満 

4. 10 万～20 万未満 

5. 20 万以上未満 

 

問６．進路希望または予定 

1. 正社員 ⇒問６-１ 

2. 派遣社員、契約社員、

嘱託社員 

3. フリーター（アルバイ

ト、パート） 

4. 自営業・内職、起業 

5. 進学（専門学校） 

6. 進学（短大・高専）  

7. 進学（大学）  

8. 進学（大学院） 

9．家事手伝い 

10.未定 

11.その他（     ）

 問６-１. 就職が決まっている場合（内定）、就職先についておたずねします。 

（1）企業規模（社員数） 

1. 民間の小企業（29 人以下） 

2. 民間の中企業（30 人以上 499 人以下）

3. 民間の大企業（500 人以上） 

4. 公務員（地方自治体、警察、自衛

官など） 

5. 分からない 

（2）職種 

1. 受付、経理、一般事務などの事務職

2. 販売、外交、セールスなどの販売職

3. 大工・左官、建具師などの職人的仕

事 

4. 土木工事などの現場作業者 

5. 自動車整備・組立作業・機械のオペ

レーターなどの技能職 

6. ＳＥ・プログラマーなどの情報関係

の技術職 

7. 設計や工程管理などを行う技術職 

8. 理・美容師、調理師などのサービス

職 

9. ウエイター・ウエイトレス、ホテル

マンなどのサービス職 

10. 介護や看護など福祉・医療関係の仕

事 

11. 運輸（トラック運転手、配達員など）

12. 保安（守衛や警備、消防、警察、自

衛官など） 

13. 不明・未定 

14. その他（      ） 

 

問７．あなたの世帯の家族人数は、あなた以外に何人いますか。 

あなた＋（    ）人（※ひとり暮らしの方は、「0」人とご記入ください） 

問７-１． あなたと一緒にお住まいの方をお答えください。（○はいくつでも可） 

1. 父親・母親 

2. 兄弟姉妹 

3. 祖父母 

4. 夫または妻 

5. その他（       ） 

 

 

Ｂ．知識の認知状況等  

 

日本には、憲法や労働基準法などのさまざまな法律があり、すべての働く人に

労働者としての権利が定められています。これら労働者の権利は、守られなけ

ればなりません。 

 

 9



 10

問８．あなたは、次の言葉を、聞いたことがありますか、又は知っていますか。聞

いたことがある場合は○、知っている場合は◎を記入してください。（○・◎

はいくつでも可） 

1. 団結権 

2. 最低賃金 

3. 割増賃金 

4. 年次有給休暇（年休） 

5. 育児休業 

6. 介護休業 

7. 未払い賃金の請求 

8. 男女の雇用機会均等 

9. 解雇権の濫用の規制 

10. 労働組合 

11. 都道府県労働局 

12. ハローワーク（公共職業安定所） 

13. 労働基準監督署 

14. ジョブカフェ 

15. 職業訓練校 

16. 教育訓練給付金 

17. 労災保険、雇用保険（失業保険） 

18. 派遣労働者、請負労働者 

問８-１．【問８で、1 つでも○をつけた方にお尋ねします】

   どこでその言葉を知りましたか。（○はいくつでも可） 

1. 学校の授業 

2. 学校の進路指導 

3. 職場 （アルバイト先など） 

4. 自分で調べた 

5. 友人 

6. 家族 

 

7. 就業体験（インターンシップ）を通じ

て 

8. 就職活動を通じて 

9. 行政機関等のウェブサイト 

10. 新聞やニュースなどマスコミ 

11. 街角や電車・バス内など公共の場に貼

られているポスターなど 

12. その他（         ）  

問８-２．【問８-1 で、1 又は２に○をつけた方にお尋ねします】

   具体的にはどのような授業・進路指導でしたか？ （○はいくつでも可） 

1. 大学院の授業 

2. 大学院の進路指導 

3. 大学の授業 

4. 大学の進路指導 

5. 短大・高専の授業 

6. 短大・高専の進路指導 

7. 高校の授業 

8. 高校の進路指導 

9. 専修学校の授業 

10. 専修学校の進路指導 

11. 中学校の授業 

12. 中学校の進路指導 

13. 小学校の授業  

14. その他（         ） 

 

問９．あなたは、以下の下線部の記述について、法律上問題があると思いますか。

どちらかに○を付けてください。 

事例 有 無 

Ａさんは、就職した会社に労働組合がなかったので、同じ職場の人

を誘って、労働組合を作ったところ、会社はＡさんに対して労働組

合を解散するように言った。 

  

Ｂさんのお母さんがスーパーでパートとして働いている。彼女の時

給は、国で決められた最低賃金より低いが、スーパーの店長は「パ

ートの賃金はそれでよいのだ」と言っている。

  

Ｃさんは工場で働いていて、法定労働時間は 40 時間である。その

工場では、40 時間を超えて働くことが普通で、ほとんどの同僚も週

に 50 時間とか 60 時間とか働いている。Ｃさんの賃金は何時間働い

ても、時間あたり賃金は同じで、割増支払はされない。 
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Ｄさんは、今の会社で６か月以上働いている。年次有給休暇を取得

しようとしたら、会社はＤさんに対して、「新入社員には年次有給

休暇を与える必要はない」と言った。

  

Ｅさんは男性で、Ｅさんの妻が近々出産の予定である。そこで、育

児休業を取得しようと会社に申し出たら、会社は「父親の育児休業

は認められない」と言った。

  

Ｆさんが勤めていた会社が倒産してしまい、先月分の給与がまだ支

払われていない。そこで、Ｆさんはその会社に、先月分の給与を支

払うよう申し出た。

  

Ｇさんは女性で、同僚のＨさんは男性で、二人はまったく同じ仕事

をしているが、会社はＧさんに対して「Ｇさんは女性だからＨさん

よりも給料を低くしている」と言った。

  

 
Ｃ．進路指導等の状況・悩みやトラブルの有無  

 

問 10．進路指導・就職指導の状況について伺います。以下の各項目について、

受講・参加した経験があれば○を記入してください。 

 事例 ○ 

 労働者の権利・義務に関する授業、講義、講演  

 進路・就職ガイダンスやセミナー  

 会社の説明会や職場の見学会  

 授業やホームルームにおける職業研究  

 職業体験学習、インターンシップ  

 ハローワーク職員や社会人、経営者による職業に関する講義や講演  

 卒業生の就職体験談を聞く会  

 模擬採用面接  

 資格取得を目的とした補講・指導  

 社会人としての基本マナー等の講習やセミナー  

 進路指導室の資料や求人票をみた  

 進路・就職相談  

 

問 11．働くことに関しての悩みなどについて伺います。働くことに関して悩

みや勤務先とトラブルが起きた場合、どこ（誰）に相談しましたか。

またはするつもりがありますか。働いたことがない方は、自分が働い

たことを想像してお考え下さい。（○はいくつでも可） 

1. 大学院の先生・職員 

2. 大学の先生・職員 

3. 短大・高専の先生・職員

4. 高等学校の先生・職員 

5. 専修学校の先生・職員 

6. 中学校の先生・職員 

7. 小学校の先生・職員 

8. その他学校関係者 

9. 勤務先の上司 

10. 勤務先の同僚 

11. 勤務先の人事担当

課 

12. 労働組合 

13. 家族・親類 

14. 友人 

15. 弁護士 

16. 行政機関等の相談

窓口 

17. 相談しない・自分で調

べて解決する 

18. 何もしない 

19. その他（    ） 
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Ｄ. 学校や学校以外での活動状況 

 

問 12. ふだん、あなたは放課後や週末に次のことを行いますか。イ～リ、Ａ

～Ｈのそれぞれの質問について、「1 ほとんどしない」から「4 非常によくする」

のうちもっとも当てはまるものに○を付けて下さい。 

 

  ほとんどし

ない 

あまりし

ない 

よく

する 

非常に

よくす

る 

イ 友だちと話をしたり、一緒に何かをする 1 2 3 4 

ロ 親と話をしたり、一緒に何かをする 1 2 3 4 

ハ 親以外の大人と話をしたり、一緒に何かをする 1 2 3 4 

ニ 家事を手伝ったり、弟妹の世話をする 1 2 3 4 

ホ 塾や予備校で勉強をする 1 2 3 4 

ヘ テレビ（アニメ、バラエティ番組、ドラマ等）・

ビデオ（映画等）をみる 

1 2 3 4 

ト ニュースをみたり、新聞を読む 1 2 3 4 

チ 一人でコンピュータゲームをする 1 2 3 4 

リ メール・電話をする 1 2 3 4 

A パソコン（高校や大学の宿題・課題・ゲームを

除く）をする 

1 2 3 4 

B 趣味（音楽・工芸など）に取り組む 1 2 3 4 

C ボランティア・地域活動に参加する 1 2 3 4 

D 部（クラブ）活動に参加する 1 2 3 4 

E 学校外のスポーツ活動に参加する 1 2 3 4 

F 習い事（音楽・芸術・語学・踊りなど）をする 1 2 3 4 

G アルバイトをする 1 2 3 4 

H 家業手伝い・見習いをする 1 2 3 4 

 

問 13． 先月、あなたは 1 週間に平均して何時間ぐらい家や塾・予備校、専修・

各種学校で学習しましたか。当てはまるものに○を付けて下さい。 

  まったく勉

強しなかっ

た 

1 時間

未満 

1～3 

時間 

4～6 

時間 

7～9 

時間 

10～12

時間 

13～15

時間 

16～20

時間 

21 時

間以

上 

A 家 1 2 3 4 5 6 7 8 9 

  行かなかっ

た 

1 時間

未満 

1～3 

時間 

4～6 

時間 

7～9 

時間 

10～12

時間 

13～15

時間 

16～20

時間 

21 時

間以

上 

B 塾・予備校 1 2 3 4 5 6 7 8 9 

C 専修・各種

学校 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 
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問 14. 先月、あなたは 1 週間に平均して何時間ぐらいアルバイトをしていまし

たか。 

アルバイト

はしなかっ

た 

1～5 

時間 

6～10 

時間 

11～15 

時間 

16～20 

時間 

21～25 

時間 

26～30

時間 

31～35

時間 

36～40

時間 

41 時間

以上 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

 

問 15．あなたは、1～3 の人たちと、以下のことについてよく話をしますか。最

も話す相手に○をつけて下さい。話さない場合は 4 に○をつけて下さい。。 

  1 ご家族（保

護者） 

2 友人 3 アルバ

イト先の人 

4 話さな

い 

A 学校での出来事について 1 2 3 4 

B 授業の内容について 1 2 3 4 

C 成績について 1 2 3 4 

D 学校卒業後の進学につい

て 

1 2 3 4 

E 学校卒業後の就職につい

て 

1 2 3 4 

F 世のなかの出来事につい

て 

1 2 3 4 

G 悩み事について 1 2 3 4 

H アルバイト先の出来事に

ついて 

1 

 

2 

 

3 

 

4 

I あなたの将来について 1 2 3 4 

 

問 16. 次の事がらについて、最もあてはまるものに○を付けて下さい。 

  とても 

あては

まる 

やや 

あては

まる 

あまり 

あては

まらな

い 

まった

くあて

はまら

ない 

A どんな仕事をしたいのかよくわからない 1 2 3 4 

B 自分のやりたい仕事をしぼるのはまだ早いと

思う 

1 2 3 4 

C 自分の進路について今でも悩んでいる 1 2 3 4 

D 自分には 10 年後の目標がある 1 2 3 4 

E 社会でうまくやっていけるか不安だ 1 2 3 4 

F 若いうちはやりたくない仕事にはつきたくな

い 

1 2 3 4 

G 自分には人を引っぱっていく力がある 1 2 3 4 

H 嫌いな人、苦手な人とも、うまく付き合う努力

をしている 

1 2 3 4 
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Ｅ.その他 

 

問 17. あなたは 30 歳頃になったときに、どのような働き方をしていたいと

思いますか。最も近いものに○をつけて下さい。 

1. 正社員として働きたい 

2. 自分で事業を起こした

い、経営者になりたい 

3. 親の家業をつぎたい 

4. 一人で（フリーで）仕

事をしたい 

5. アルバイトやパートで

働きたい 

6. 派遣や契約社員として

働きたい 

7. 専業主婦・主夫になり

たい 

8. その他（    ）

9. わからない 

  

問 18. 中学 3 年生の頃、あなたの成績は学年のなかでどれくらいだったと

思いますか。 

上のほう やや上のほう 真ん中ぐらい やや下のほう 下のほう 

1 2 3 4 5 

 

問 19. あなたが通っている高校又は通っていた高校では、おおむねどのくら

いの割合の人が大学・短大に進学しますか。 

０割 １割から３割 ４割から

６割 

７割から

９割 

１０割 高校に通わ

なかった 

わからない

1 2 3 4 5 6 ７ 

 

問 20. あなたの家族の生活水準は、平均的な世帯とくらべて、どうだと思い

ますか。 

1. 平均よりかなり低い 

2. 平均より低い 

3. ほぼ平均 

4. 平均より高い 

5. 平均よりかなり高い

6. わからない 

 

 


